
                           記録者        20  .   /    ：  ～  ：    
 

 

        教室のきこえの環境評価シート 
 

 

▼子ども                                                   

▼クラス         学校     年   組（   人学級）       先生（授業          ） 

             ※通常学級の場合： 支援体制〔 補助教員〈全時間，一部の時間〉、 特定の時間に通級、 なし 〕 

 

▼ 教室の概観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼補聴援助システム 〔 FM    メガ Hz 帯， 赤外線， 磁気ループ， タイループ， 音場増幅（室内拡声）， 使用なし〕 

   使用システム名・構成：             授業時の作動状況： 良， 問題あり                

 

▼ 補聴器・人工内耳使用下の音響環境 （教室で補聴器を試聴して評定すること） 
 

残 響 
 

ノイズ 
 

残 響 
 

ノイズ 

 

▼ 授業上の配慮・環境 
 

教師の声量・話し方・話す早さ 

教師の立つ位置・顔の向き 

補聴援助システムの使い方 

板書などの使い方 

室内の明るさ 
 

◎総合評価     ◎方針・助言など 

教室の大きさ〔大，標準，やや小，小〕 

床〔木板，タイル，ラバー，カーペット，   〕 

天井〔吸音材，穴あきボード，    〕 

壁〔スチール，石膏ボード，コンクリート，   〕 

ドアと窓〔開放，一部開放，閉鎖〕 

机とイス〔四つ足，逆Ｔ字，テニスボール足，  〕 

教師の声：   ~   dB A（   ~   dB C） 
 

※子どもとの距離： 通常   m（   ～   m） 

       
右耳 聴力レベル     dB   使用器種 
左耳   〃       dB     〃 

少    やや有    有  かなり有 

騒音レベル：   ~   dB A（   ~   dB C） 

残響時間：  
 

※教室内・外のノイズとなる音源： 

聴取可能  ほぼ聴取可  聴取困難  聴取不能 

補聴援助 
システム 
使用下 

良好  一部に要助言 要助言 

通常 
補聴援助
システム
使用なし 
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＜必要に応じて測定＞ 

＜必要に応じて測定＞ 


